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動脈硬化と核酸

老化と核酸



ヒト３次元表皮モデルにおける
Ｓｉｒｔ１遺伝子の活性化と皮膚の防御



健康長寿のメカニズム

カロリー制御

生活習慣病の予防・改善、長寿、老化防止
健康寿命の増進

核酸 レスベラトロール ポリアミン

NAD+

サーチュイン

DAF-16 FoxA SKN-1（FoxO）

sod



短期的カロリー制限による
心筋虚血ストレス耐性改善効果のメカニズム

短期的なカロリー制限（-35%）

脂肪細胞の質的変化

アディポネクチン産出増大
（特に高分子型）

ＡＭＰＫの活性化

心筋虚血ストレス耐性の改善
長寿遺伝子の発現



脳血管疾患心筋梗塞

動脈硬化

内臓脂肪蓄積（肥満）

高血圧 高血糖 高脂結晶

高脂肪・
カロリー過多の食事
早食い・大食い・喫煙

多量の飲酒

運動不足 過度のストレス
遺伝体質

（血圧・糖尿・太りやすい）

多様な生活習慣病

アディポネクチン
減少

アンジオテンシノーゲン
増加

インスリン抵抗性

TNF-α増加

メタボリックシンドロームの怖さ

死



Newton 2012.10 より引用

卵子の老化



Newton 2012.10 より引用



運動負荷マウスの筋肉に対する
ヌクレオプロテインの効果

1. 目的
核酸は、筋細胞表面にある核酸受容体を介して筋細胞ミトコンドリアの
産生を促進し、筋細胞を保護すると報告されている。そこで、運動負荷
ラットの筋肉に対するヌクレオプロテイン経口投与の効果を検討した。

ミトコンドリア

核酸受容体
筋細胞

活性酸素

細胞死による筋委縮

ＡＴＰ（エネルギー）

筋力ＵＰ

促進



筋肉と脂肪量

CO: 鮭白子なしグループ(n=6), CN: 鮭白子ありグループ (n=6), EX: 鮭白子なし運動ありグループ(n=7), NE: 鮭白子あり運動ありグループ
(n=7).  Values are presented as means ± SE.* is significantly different from CO group at p < 0.05. 
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断面積

速筋線維

Fig 2. Muscle fiber cross sectional area.

CO: Non treated sedentary  group , CN: Nucleoprotein treated sedentary group , EX: Non treated exercise group , NE: Nucleoprotein treated 

exercise group . Values are presented as means ± SE.* is significantly different from CO group at p < 0.05. 

総筋肉線維 遅筋線維
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C D

ヒラメ筋（遅筋）の毛細血管

Fig 4. AP staining .

(A) CO group; (B) CN group; (C) EX group; (D) NE group. Scale bar = 50 μm



鮭白子抽出物の

運動性への効果
■ラットを用いた鮭白子抽出物の運動性に対する効果
核酸は、筋細胞表面にある核酸受容体を介して筋細胞ミトコンドリアの産生を促進し、筋細胞を保護すると報告されて
いる。そこで、運動負荷ラットの筋肉に対するヌクレオプロテイン経口投与の効果を検討した。
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筋繊維周囲の毛細血管数

SDH(コハク酸脱水素酵素)活性
ミトコンドリアの数や大きさに依存。有酸素運動によるATP産

生に関与する。持久力の指標となる。

毛細血管数
筋活動量が増加すると筋肉内の毛細血管数が増加し血流量
も増加する。血流量が増加することで効果的に骨格筋へ酸素
や栄養素を供給できる。
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足底筋繊維の断面積 マウス遊泳時間に対する核酸の効果

筋繊維の断面積

筋繊維の散面積増加は、最大筋力の上昇の指
標となる。

遊泳時間の増加

核酸投与群は対照群に比べ優位に遊泳時間が
延長し、持久力の増強作用が確認された。

【持久力アップ】 【血流量アップ】

【筋力アップ】 【スタミナ増強】

筋細胞のSDH活性(a.u.)



鮭白子抽出物
アスリートに対する疲労回復効果

17歳から42歳までのアスリート20名。内訳は、マラソン10名（男5名、女５名）、陸上
中距離６名（男3名、女3名）、サッカー2名（男２名）、フィンシング（２名）を対象として、
鮭白子核タンパク1,000㎎/日を一ヶ月間服用させた結果を表1に示した。

■ボランティアによる試験

結果．
練習時の筋持久力、練習時の心筋持久力、練習後の回復力に効果を感じたアスリー
トは、それぞれ75％、65％、90％と高い比率を示した。

考察
疲労は、筋肉中の乳酸蓄積が原因で筋肉が酸性化各種酵素活性が低下することが大きな原因
と考えられている。
また、疲労のもうひとつの原因として、アンモニアの筋肉や脳への蓄積がある。鮭白子抽出物に
は筋肉中の乳酸の排泄と代謝を促進する機能とアンモニアの代謝分解・除去を促進する機能
があり、それが練習後の回復力90％という優れた疲労回復効果を示したと考えられる。

実感75％ 実感65％
実感90％



ATP synthase, H+ transporting, mitochondrial F1 complex, alpha subunit 1, cardiac muscle 0.064179 -0.07058 0.099107

ATP synthase, H+ transporting, mitochondrial F1 complex, beta polypeptide 0.275079 0.204386 0.332643

ATP synthase, H+ transporting, mitochondrial F1 complex, gamma polypeptide 1 -0.01248 -0.00656 0.048875

ATP synthase, H+ transporting, mitochondrial F1 complex, gamma polypeptide 1 0.161117 0.0808 0.138094

ATP synthase, H+ transporting, mitochondrial F1 complex, gamma polypeptide 1 0.096307 0.052469 0.008227

ATP synthase, H+ transporting, mitochondrial F1 complex, gamma polypeptide 1 0.207253 0.124073 0.686048

ATP synthase, H+ transporting, mitochondrial F1 complex, delta subunit -0.28828 -0.44361 0.036039

ATP synthase, H+ transporting, mitochondrial F1 complex, epsilon subunit 0.259267 0.393006 0.371848

ATP synthase, H+ transporting, mitochondrial F0 complex, subunit B1 0.050221 0.087758 0.020777

ATP synthase, H+ transporting, mitochondrial F0 complex, subunit C2 (subunit 9) -0.06613 -0.13276 0.276314

ATP synthase, H+ transporting, mitochondrial F0 complex, subunit C3 (subunit 9) 0.082363 0.042657 0.286568

ATP synthase, H+ transporting, mitochondrial F0 complex, subunit C3 (subunit 9) 0.034375 0.264261 0.293293

ATP synthase, H+ transporting, mitochondrial F0 complex, subunit C3 (subunit 9) 0.723788 0.635931 0.040703

ATP synthase, H+ transporting, mitochondrial F0 complex, subunit E -0.0215 -0.24182 -0.14428

ATP synthase, H+ transporting, mitochondrial F0 complex, subunit E -0.12838 -0.02366 0.099464

ATP synthase, H+ transporting, mitochondrial F0 complex, subunit F6 -0.00348 0.375711 0.242664

１週    ３週    ５週

ミトコンドリアにおける
ＡＴＰ合成酵素群の発現変化



核酸で高まる免疫力



腸管免疫



Textbook of Gastroenterology and Nutrition in Infancy

E. Lebenthal, M.D. (1989)



理化学研究所ＨＰから転載、一部削除

ＩｇＧ２抗体とウィルスの関係



睡眠と核酸について



2つの原理で人は眠くなる



眠くなる原理①
 体内時計（サーカディアンリズム

・睡眠ホルモン「メラトニン」の概日リズム

・ストレスホルモン「コルチゾール」の概日リズム

・体温変化の概日リズム

・眠気と覚醒の概日リズム





P G C1 α の骨格筋での役割

• ミトコンドリア生合成（ミトコンドリア量の増加）

• エネルギー代謝

• 分岐鎖アミノ酸（BCAA)の異化促進

• トロポニンⅠの増加

 ミオグロビン増加

• Irisinホルモンの産生と放出促進

白色脂肪を褐色脂肪化熱産生

（糖尿病と肥満に効果）

・ 時計遺伝子の発現（概日リズムの調節）

持久的運動脳上昇
（ヒラメ筋で高発現）



Nature ハイライト



眠くなる原理②
 睡眠物質の分泌量

アデノシン

A2AR

徐波睡眠



徐波睡眠とは



核酸とダイエット







P G C1 α の骨格筋での役割

• ミトコンドリア生合成（ミトコンドリア量の増加）

• エネルギー代謝

• 分岐鎖アミノ酸（BCAA)の異化促進

• トロポニンⅠの増加

 ミオグロビン増加

• Irisinホルモンの産生と放出促進

白色脂肪を褐色脂肪化熱産生

（糖尿病と肥満に効果）

持久的運動能上昇
（ヒラメ筋で高発現）



機能性群1 機能性群2

4257
8547 4872

パイロットスタディ
(０ vs 5週)

5994

706 505

415

発現変動遺伝子（摂取前・摂取5週後）

１日８時間を超え
て仕事している
環境

Ｆｏｘa２遺伝子など

核酸含有食品ヒト試験







ＮＡＤ Ｗｏｒｌｄ
ＮＭＮ、ＮＡＭＮと核酸ＡＴＰ







ＡＴＰの構造







ラットにおける飼料中のナイアシン含量と血中NAD値との関係



NADの役割
NAD ↓ ↑

老化関連疾患
２型糖尿病
インスリン抵抗性
ミトコンドリア障害（ミトコンドリア ↑ ）
がん
認知機能障害（アルツハイマー病）
慢性腎臓病
DNA修復（臓器不全 ↓ ）
長寿遺伝子発現
時計遺伝子の活性化コントロール

サーチュイン



プリン体・痛風と核酸



痛風と栄養

リウマチ性疾患の一種である痛風は、高尿酸血症という
病態を基礎として発症し、肉類、卵類、イクラなどプリン体
を含む食品の摂取過剰がその原因と疑われて、これらプリ
ン体含有食品の摂取制限と、野菜類摂取の推奨という食
事指導が最近まで行われていました。しかし、現在、痛風
の原因としては、アルコール（酒）の多飲、激しい筋肉運動
（特に無酸素運動）、精神的ストレスの３つが他の因子を
圧倒して有力なリスクファクターとして認識され、痛風の原
因に食事（特に獣肉類）はあまり関係ないというのが、痛
風研究者の最近の結論となっています。

By 西岡 久寿樹（聖マリアンナ医科大学）
Hearth ＆ Meat’97



体内尿酸のバランス

食餌性
プリン体

プリン
生合成

核酸の
分解

尿酸産生

尿酸プール

腎排泄 腎外排泄

700mg/日

1,200mg/日

500mg/日 200mg/日







核内栄養成分 ポリアミン・プロタミン



ＤＮＡやＲＮＡに結合して
立体構造を支える



細胞増殖必須因子
ポリアミン



ポリアミン

母乳にも含まれる栄養成分
ポリアミン（細胞分裂をスムーズに行うための潤滑剤！）



ポリアミン含量

サケ白子オリゴ核タンパク 丸大豆納豆

（日生バイオ） （東京健康安全センター研究年報2014）

ブトレシン 58.3ｍｇ/100ｇ 0.7ｍｇ/100ｇ

スペルミジン 50.4ｍｇ/100ｇ 5.6ｍｇ/100ｇ

スペルミン 9.4ｍｇ/100ｇ 1.0ｍｇ/100ｇ

計 118.1ｍｇ/100ｇ 7.3ｍｇ/100ｇ





老化防止に繋がるポリアミン

（自治医科大学 早田邦康から引用）

毛並みも白く、若々しい





ポリアミンの主な働き

①細胞増殖促進・・・新陳代謝に必須（美容作用）

②免疫力向上・・・免疫細胞の増殖に必須

③DNAの構造維持・・・DNAと結合し立体構造を保持

④動脈硬化抑制・・・血管の老化原因を解消

⑤タンパク質合成促進・前立腺、膵臓、唾液腺などで貢
献

⑥細胞分化促進・・・乳腺や軟骨細胞での分化を促進

⑦認知症防止の可能性・海馬におけるグルタミン酸受容
体の活性化

⑧抗アレルギー・・・ヒスタミン遊離、浮腫形成の抑制

⑨滋養強壮・・・ポリアミンの多い鹿茸と同様の効果

⑩老化防止・・・加齢によるスペルミジンの減少を抑制



ポリアミンの主な働き

⑪活性酸素発生抑制効果

⑫寿命延長効果

⑬抗炎症作用

⑭抗ストレス作用

⑮脂質代謝促進作用

⑯放射線保護作用

⑰コラーゲン産性促進作用
（美容効果）

⑱発毛促進作用

⑲妊娠作用





プロタミンとは

• 特に魚類の精子核の中にある特有のタンパク質。
• 成熟した精子核中において、DNAを保護する役割を担

う。

• 精子核の細胞では、DNAはプロタミン（主成分アルギニン）に巻
き付いています。

• このアルギニンには、血管の弛緩と拡張のバランスをとる
一酸化窒素の原料になるため、動脈硬化や高血圧などの循環
器の病気の血流改善をサポートします。

プロタミン自体の持っている働きや、主成分であるアルギニン

（アミノ酸）によって誘導される働きは、多岐にわたっています。



プロタミンの主な機能

①DNA と結合し、DNA を保護

②抗菌作用

③飲酒によるコレステロール、乳酸の上昇抑制

④肥満防止作用（ダイエットサポート効果）

⑤インスリン分泌促進

⑥免疫力向上

⑦新陳代謝促進

⑧体内でのヘパリン（血液凝固阻止作用物質）中和



プロタミンは、牛血清アルブミン（抗リパーゼ活性のない一般的なタンパク質）と
比較して低濃度で脂肪分解酵素リパーゼの活性を阻害します。

プロタミンは、コレステロール代謝酵素「コレステロールエステラーゼ」の活性を阻
害する。このことからプロタミンは脂肪やコレステロールの吸収を抑制することで、
肥満や動脈硬化の予防に役立つことが期待されます。

120

100

80

60

40

20

0

0-1 1 10 100 1000 10000

牛血清アルブミン

プロタミン

リ
パ
ー
ゼ
活
性
（対
象
に
対
す
る
割
合
）（％
）

タンパク質濃度（µg／ml） 奥田拓道等、平成2年度 水産物健康性機能有効利用開発研究の成果概要1-5、
40-51（1990）

脂肪とコレステロールの吸収抑制

脂肪の代謝に関わる酵素

「リパーゼ」は、血中の中性脂肪
を分解し、脂肪細胞内に取り込

ませやすくする働きがある。

この働きを阻害出来れば

中性脂肪が脂肪細胞に蓄積し
づらくなります。



ラットにアルコールを与えて肝臓の中の中性脂肪と血中コレステロールにどの
ような変化があるか調べた。

その結果、肝臓内の中性脂肪と血中コレステロールは、アルコールを与えたラット
にプロタミン（0.1%、0.5%含有）を食べさせると減少することがわかった。このこと
から、プロタミンは肝臓機能の正常化に寄与することが期待されます。

飲酒ラットの肝臓中性脂肪
に及ぼすプロタミンの影響

飲酒ラットの血中コレステロール
に及ぼすプロタミンの影響
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加藤秀夫等、平成4年度 水産物健康性機能有効利用開発研究の成果概要IV-6、262-268（1992）

アルコールと中性脂肪・コレステロール







オリゴＤＮＡの研究

官

学産

経済産業省

日生バイオ
北海道大学
北海道教育大学
酪農学園大学 他

委託 委託

共同研究



・結果（総量）

オリゴＤＮＡ添加は経時依存的に透過し、
12時間後、全添加量の約62％の核酸が透過した。
即ち、オリゴＤＮＡが皮膚に徐々に浸透していくことが確認された。

培養液の核酸量を測定

オリゴＤＮＡ添加

皮膚モデル

フランツ型拡散セル

皮膚モデルを用いたオリゴＤＮＡの透過試験
30ｍｇ/ml 100μｌ塗布 全量3000μｌ

経時的に上
昇



創傷の治療剤、褥瘡の治療剤又は予防剤或いは熱傷
の治療剤（特許番号5082082）







DNA クリーム



ステビア発酵エキス

食材として血圧降下作用、血糖降下作用、K+チャネル開口作
用などさまざまな作用が知られているステビアですが、発酵さ
せたエキスには痒みを軽減させる作用を有すること（抗ヒスタミ
ン作用があること）、抗炎症作用あることが研究結果から明らか
になっています。
アトピーやアレルギーなど、肌のかゆみにお悩みのお客様に安
心してお使いいただけるよう、安全性にも考慮した成分です。

発酵ステビアの持つ抗ヒスタミン作用



スフィンゴミエリン

バリア機能の高い肌を作るために必要なセラミド。

スフィンゴミエリンは生体細胞中においてスフィンゴミエリナーゼにより
加水分解されてセラミドを合成することが知られています。

スフィンゴミエリンについては大学等でも日々研究が進んでおり、健康
な肌づくりを助ける成分として化粧品等に配合されはじめています。

DNAクリームに配合されるスフィンゴミエリンは、ミルク（牛乳）から抽出
された「ミルクスフィンゴミエリン」のみを使用しています。

スフィンゴミエリン

セラミドの素となるスフィンゴミエリン



73

敏感肌・老人性乾燥肌の方への
モニター試験



ROBOSKIN ANALYZER TYPE A
㈱インフォワード

左 うるおい計（水分値・油分値）
WaveCyber WSK-P500U

右 マイクロスコープ（きめ測定）
MicroscopeM2 SCALAR
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ロボスキンアナライザー



毛穴
目立つ毛穴数

開きが目立つ毛穴数
黒ずみが目立つ毛穴数

色味
色あい（０～３６０）

彩やかさ（０～１００）
明るさ （０～１００）

色素沈着
小 (数・面積）
大 （数・面積）

しわ
眼下のしわ 数

目尻のしわ
（長さ・面積）

きめ
きめ（０～１００）

皮溝密度

うるおい
水分値（0～100）
油分値（0～100） 75

ロボスキンアナライザーによる皮膚解析



－：肌トラブルの自覚なし

被験者番号
測定部位

（上腕）
非測定部位

1 - 乾燥・かゆみ 毎日
2 - 紅班 毎日
3 - - -
4 - 乾燥・かゆみ 稀に
5 - 乾燥・かゆみ 稀に
6 - 乾燥・紅班 毎日
7 - - -

⚫肌トラブルの自覚の有無（試験前）

⚫測定部位における、肌トラブルを感じたモニター：0人
⚫非測定部位（上腕以外）では、肌トラブルを感じているモニター：5人
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試験前アンケート結果



1
- しっとりした
非測定部位 赤味、かゆみが無くなった

2 測定部位 しっとり感がない
3 顔 しっとり・つるつるした。
4 測定部位 べたつく感じがあり、不快である。

5
非測定部位

塗布期間・塗布後ともにかゆみがなかった。
寝る前に塗るとかゆみがない

- しっとりした

7

- 容器から出しにくい(ローション）
顔 使い心地が良い

測定部位
塗布部周辺に赤味が出たが、すぐに無くなった。
（化粧品との関係は不明/塗布14日目）

⚫試験後のフリーアンケート

⚫しっとりしたと感じたモニター：3名
⚫しっとりしないと感じたモニター：2名
⚫かゆみが改善したと感じたモニター：2名
⚫かゆみを感じなかったモニター：1名
⚫一時的に塗布部周辺に赤味が出たモニター：1名
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試験後アンケート結果



アトピー患者へのモニター試験

ノムラ メディカルクリニック （院長 野村修三 医学博士）で実施
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試験内容

⚫ 今日激しい掻痒を伴う増悪、緩解を繰り返す湿疹病変を主体と
する皮膚疾患アトピー性皮膚炎の増悪要因として、活性酸素（
フリーラジカル）の影響が問題視されている。

⚫ 強い抗酸化、保湿力、細胞賦活作用を持つ浸透性のオリゴ
DNAと肌表面へ作用するDNA-Na、抗炎症作用をもつステビア
発酵エキス、セラミドの素となるスフィンゴミエリンを配合した
「DNAクリーム」をノムラメディカルクリニックにおけるアトピー性

皮膚炎症例の方々に使用し、アトピー性皮疹の改善について
検討した。
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試験材料 DNAクリーム

被験者

アトピー性皮膚炎症例10症例

（対象症例は慢性経過をとる症例を対象とした）

男性3名（平均32.5歳） 女性7名（平均33.5歳）

測定項目
皮疹改善効果

臨床血液学的検査

測定部位 主として上肢、1例は頚部

塗布
1日3回または1日4回

測定部位に限定して4週間塗布した

試験内容



皮疹改善効果判定

●皮疹の重症度

・皮疹の性状は、下記項目に沿って、個々の皮疹の程度を観察し、判定した。

・皮疹項目

掻痒（かゆみ）、湿潤（ジュクジュク）、赤み（赤斑）、むくみ（腫れ気味）、
皮膚が厚くなっている（苔癬化）、色素沈着、カサカサ肌（乾燥）、掻き傷

丘疹（皮膚の小さな盛りあがり）、保湿能

・程度判定の基準

高度：皮疹項目が高度に悪化している皮疹

中等度：皮脂項目が高度程でなく、中等度の皮疹

軽度：皮疹項目が中等度に比して軽度、炎症症状が軽減した皮疹

なし：皮疹症状の増悪、改善等の変化はない



臨床血液学的検査の評価①

●アレルギー学的検査

・IgE値
I型アレルギー反応において、アレルゲンに対して特異的に反応する抗体
花粉症・アトピー性皮膚炎等に高い値を示す

・好酸球数

白血球の１つで、アレルギー疾患時に増加する

・LDH

乳酸脱水酵素で、細胞、組織、臓器等の損傷時に増加する

また赤血球膜の損傷時にも増加する

増加した活性酸素も一誘因と考える



臨床血液学的検査の評価②

●活性酸素（フリーラジカル）による酸化ストレス度

・Dry Blood（血液脆弱テスト）
Dr.Ockerman教授（スウェーデン）による活性酸素活動判定基準を用いた

指尖部より血液一滴を採取、スライドグラス上に乗せ、顕微鏡で観察した

・活性酸素度のスケール（遊離基活動・・・Freeradical activity）

0～5 正常

6～10 極軽度の酸化ストレス

11～15 軽度の酸化ストレス

16～25 中等度の酸化ストレス

26～35 強い酸化ストレス

36～50 非常に強い酸化ストレス



使用前および使用後における皮疹症状（結果）

症例 かゆみ むくみ ｶｻｶｻ肌 掻き傷 ｼﾞｭｸｼﾞｭｸ 赤み
皮膚が厚くなっ

ている 色素沈着 丘疹
保湿能

NO. 性別 年令
（疹痒） （浮腫） （乾燥） （掻破） （浸潤） （紅色） （苔癬化） (%)

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

1 女 36 9 2 なし なし 高 なし 中 なし なし なし 中 なし なし なし 中 軽 軽 なし 22.5 35.3

2 女 26 6 3 軽 なし 中 軽 軽 なし なし なし 軽 なし 軽 なし 軽 軽 中 軽 23.1 30.0

3 女 38 6 2 軽 なし 中 なし 中 軽 なし なし 中 なし 中 軽 高 軽 なし なし 29.0 35.5

4 女 34 5 1 なし なし 中 なし 軽 なし なし なし 中 なし 軽 なし 軽 なし 軽 なし 20.1 32.1

5 女 36 8 0 軽 なし 中 なし 高 なし なし なし 中 なし なし なし 中 なし 高 なし 27.3 33.5

6 女 33 7 5 なし なし 中 軽 軽 軽 なし なし 中 軽 なし なし 軽 軽 中 軽 30.9 36.6

7 女 32 8 8 なし なし 軽 軽 軽 軽 なし なし 軽 軽 なし なし 軽 軽 軽 軽 36.1 39.6

8 男 32 5 1 軽 なし 中 軽 中 なし なし なし 中 軽 軽 軽 高 軽 なし なし 19.9 24.0

9 男 32 6 2 なし なし 軽 なし 軽 なし なし なし なし なし なし なし なし なし 軽 なし 28.5 41.5

10 男 34 6 1 中 軽 中 軽 軽 なし なし なし 高 軽 高 軽 中 軽 なし なし 27.6 30.6



使用前および使用後における臨床血液検査（結果）

NO.

症例 総IgE値 IU/mℓ 好酸球数 LDH IU/ℓ Dry Blood

性別 年令 前 後 前 後 前 後 前 後

1 女 36 4360 4043 430 670 249 466 30 25

2 女 26 4850 5400 240 260 348 412 38 35

3 女 38 1075 928 140 130 333 172 38 34

4 女 34 6300 6600 870 1070 201 195 38 30

5 女 36 399 400 460 320 316 271 35 30

6 女 33 76 74 180 190 224 228 37 37

7 女 32 8330 8750 1000 1090 222 191 35 37

8 男 32 5260 5420 430 470 213 207 23 22

9 男 32 8350 7970 430 340 197 203 35 27

10 男 34 1194 1177 2360 454 434 235 37 18

平均値 4019 4076 654 454 274 235 35 30



アトピー性皮疹の改善結果①

症例３ 使用前

前頚部～側頚部
使用後

軽度苔癬化を示す

色素沈着を伴う乾燥性、

紅色性、掻痒性皮疹を認める

皮膚の苔癬化、色素沈着が

軽減され、皮疹症状が改善



アトピー性皮疹の改善結果②

症例５ 使用前

前腕内側面
使用後

紅色性小丘疹、

炎症性紅斑所見を認める

皮疹所見は改善



結果①

●臨床効果

・アトピー性皮疹の改善効果を認めた。

・特に保湿能の改善効果は全症例に認められた。

・カサカサ肌、かゆみともに90％の改善効果を認め、掻き傷について

は80％の改善がみられた。

・皮膚の苔癬化では、もとより苔癬化のみられない5症例を除くと、

90％に改善傾向を認めた。苔癬化は皮疹の慢性の経過に伴う所見

であり、4週間の使用による改善傾向は有意義である。

・色素沈着の軽減も60％認められた。



結果②

●臨床血液学的検査値に対する効果

・アレルギー学的な考察として、総IgE値、好酸球数、LDH値、活性酸素

について検討した。

・今回の検討症例は、慢性経過をとるアトピー性皮疹症例を対象とした

ため、総IgE値については、高値を示し、有意な差は見られなかった。

・好酸球、LDH値については、使用前・使用後の数値の改善を認めた。

・Dry Bloodによる活性酸素度については、使用前は全症例において

平均値35であり、中等度～強い酸化ストレス状態を示していたが、

使用後の平均値は30となっており、5ポイント減少した。

これより酸化ストレスの軽減を認めた。



結果のまとめ

●「DNAクリーム」は、アトピー皮疹改善効果を実証した

●下図に示すとおり、モニターの90％が皮疹改善効果を認めた

（著効＋有効）

 無効症例は１症例であった

●判断基準

著好：皮膚症状が著しく改善

有効：皮膚症状が明らかに改善

無効：皮膚症状に改善がみられなかった



総括

●「DNAクリーム」の配合成分から、大きく３つの皮膚機能改善効果が考
えられる。

１、オリゴDNAとDNA-Na両者の、①皮膚の表皮細胞を活性化させ、皮膚

機能を維持亢進する作用。②抗酸化作用。③アレルギー疾患における

免疫バランスの乱れを是正する作用。

２、ステビア発酵エキスの持つ、皮膚のかゆみ抑制効果、抗酸化作用。

３、スフィンゴミエリンの代謝により、保湿成分であるセラミド産生が促進。

その他、コラーゲンによる保湿作用。
（保湿能の向上は皮膚バリア機能を高める。）

●以上、３つの皮膚機能改善作用により、アレルギー炎症を抑え、免疫
力を増強し、アトピー性皮疹の改善効果がもたらされたと考えられる。



ベニクスノキタケの機能性
ー最近の研究からー



はじめに

１．ベニクスノキタケは台湾では樟芝と呼ばれてい
る。

２．台湾の高山地帯にのみ自生するクスノキ属の
一種牛樟樹（ぎゅうしょうじゅCinnamomum 
kanehirai）に寄生するサルノコシカケと同じ科の
鮮紅色から褐色の多年生キノコ。 

３．台湾では古くから先住民族の常備薬であり肝
炎、肝硬変、抗腫瘍、高血圧、尿毒症等種々の



牛樟樹（Cinnamomum kanehirai ）

老  木



ベニクスノキタケ（Antrodia camphorata）子 実 体



特にトリテルペノイド
が豊富に含まれている

現在、200を超える生理活性成分が分離および同定されています

例えば

◆トリテルペノイド →

◆セスキテルぺノイド →

◆ジテルペノイド →

◆ユビキノン誘導体 →

◆植物ステロイド →

◆マレイン酸及びコハク酸誘導体 →

◆ベンゼン誘導体 →

◆多糖類や糖たんぱく質 →

他にもγ－アミノ酪酸やエルゴステロール等、

様々な成分が分離、同定されています。

103種類

4種類

7種類

26種類

23種類

5種類

3種類

7種類



目的 機能性関与成分

抗腫瘍

エルゴスタン型トリテルペノイド
ラノスタン型トリテルペノイド
ユビキノン誘導体
セスキテルペノイド
マレイン酸およびコハク酸誘導体
ベンゼン誘導体
多糖類

肝保護

エルゴスタン型トリテルペノイド
ラノスタン型トリテルペノイド
ユビキノン誘導体
セスキテルペノイド
ステロイド
マレイン酸およびコハク酸誘導体
糖タンパク質
多糖類

抗炎症

エルゴスタン型トリテルペノイド
ラノスタン型トリテルペノイド
セスキテルペノイド
ステロイド
ベンゼン誘導体
糖タンパク質
多糖類

神経保護

ユビキノン誘導体
セスキテルペノイド
ステロイド
マレイン酸およびコハク酸誘導体
多糖類

目的 機能性関与成分

関節リウマチ
エルゴスタン型トリテルペノイド
セスキテルペノイド

Ⅰ型アレルギー
ステロイド
ベンゼン誘導体

アトピー性皮膚炎 ベンゼン誘導体

乾癬 ベンゼン誘導体

抗ウイルス
(テング熱ウイルス)

ベンゼン誘導体

腎保護
ユビキノン誘導体
セスキテルペノイド

Nrf2活性化

セスキテルペノイド
マレイン酸およびコハク酸誘導体
ベンゼン誘導体
多糖類

抗糖尿病

エルゴスタン型トリテルペノイド
ラノスタン型トリテルペノイド
セスキテルペノイド
ステロイド



第２世代の健康キノコ

第１世代：βグルカンが主成分

✓ メシマコブ、アガリクス、ハナビラタケ

など・・・

第２世代：トリテルペン類 + βグルカン

✓ ベニクスノキタケ























アルコール性肝障害を改善した研究成果
（国際微生物学連合2011会議にて発表）

エタノール投与群では
細胞の肥大化を確認

エタノールを投与していな
い群では細胞の肥大化がな
い

ベニクスノキタケ投与群
では細胞の肥大化がなく、
脂肪肝形成が抑制された
と考えられる
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